
白山市教育委員会
文化財保護課 小阪 大

デジタルアーカイブin岐阜郡上

「白山文化はいいもんだ」



★指定文化財件数

国指定 ２４件

（うち国宝１件「剣 銘 吉光」伝統的建造物群指定 １件）

・県指定 ２８件

・市指定 ３４４件

・国登録有形文化財件数 ３２件

合計３９４件

伝統的建造物群指定 １件

国宝 吉光（白山比咩神社蔵）



国指定無形民俗文化財

白山ろくの旧尾口村東二口と深瀬に伝わった古浄瑠璃。
人形は手足や口が動くものではなく、木偶人形のまま。一人の人形使いが
同時に２～３の人形を扱う

東二口に伝わるものは江戸時代中期に村人が冬場出稼ぎに行き大坂の近松
門左衛門から伝習したとつたわる

深瀬のものは、冬場に淡路の人形座が村を訪れた時、冬となったので一冬、
村で越冬したところお礼に人形使いを教わったことが始まりとされる。
深瀬村は昭和51年に手取川ダムの建設のため水没したので、手取川の下流
の旧鶴来町に深瀬新町が新設されたので、ここを活動拠点とする。

東二口は、山村で限界集落化し、現在家屋は10軒程度 で伝承者が高齢化
深瀬は、第１次伝承者が数人となり、２次継承者も高齢化で伝承が危機的

事例１



旧尾口村深瀬に残る伝統芸能

伝承地は、昭和５１年手取川ダム建設のた
め、廃村
昭和５１年、村は手取川の下流へ集団移転。
伝承は、現在の深瀬新町で伝承される。
伝承者１１名（平均年齢６８歳）

旧深瀬村（昭和51年廃村）

深瀬新町（伝承地）











旧尾口村東二口に残る伝統芸能
白山ろくの山間集落に伝わる伝統芸能。
集落は現在１０軒しかない。
伝承者の中に２０代の青年がいるが、親が
当地の出身で、居住地は金沢の都市圏。

居住者が、近年で急激に減少。限界集落化
しつつある。

伝承者１３名（平均年齢５４歳）

東二口（伝承地）







東二口集落





白山ろくの中心的集落で戸数は約３００軒。江戸時代から養蚕が盛んで現在
でも「牛首紬」が特産物で生産されている。
一般家屋は、「大壁造り」と呼ばれる独自のスタイル。
１階は生活スペースであるが、２階・３階は養蚕のスペース

この様な家屋が大部分を占め、平成２４年に国の伝統的建造物群保存地区と
なった。

白山が開山されたとされる７月18日は、町の広場で「白山まつり」が行われ
芸能行事が催される

石川県一の豪雪地帯で積雪は多いときは２ｍ以上になる。
２月には、「雪だるままつり」が催される

事例２



白峰伝統的建造物群保存地区



白峰上空

至勝山市

至白山



白山麓十八ヶ村取次元 旧山岸十郎右衛門家







「かんこ踊り」（石川県指定無形文化財）







事例３
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明治７年（1874）7月末に、白山山頂や禅定道に位置していた仏像
を、明治政府が慶応4年(1868)の3月28日に発令した神仏判然令
（神仏分離令）により下山させ、仏堂は大半が破壊された。

御前峰、大汝峰、別山、室堂（越前）、檜宿の仏像→市ノ瀬→白
峰林西寺

加賀禅定道檜新宮の仏像→尾添白山下山仏社

美濃禅定道の仏像→石徹白大師堂



白山信仰

白峰林西寺 白山下山仏

泰澄大師座像

銅造 十一面観音立像
（国重文）











「白山曼荼羅」寛政元年（１７８９） 石川県指定文化財 能美市蔵



・絵解きＤＶＤの作成
・下山仏バスツアーでの史跡解説
・加賀禅定道沿いにある観光地で食事
（白山麓の素材、報恩講料理）





中
宮



・ 寛政元年（1789）に加賀藩御用大工清水治左衛門峯充が金沢に住

んでいた郷土史家楠部肇に描かせ、白山本宮へ寄付した。

・ 明治維新、白山本宮白山寺廃寺に伴い、売却

・ 昭和24年頃、辰口町の旧家が売却。旧辰口町の所蔵となる。

・笥笠中宮が出発点→尾添→檜新宮→天池金剣宮→大汝峰→

大御前

間18．5㎞が描かれる

・ 泰澄と臥・浄定行者が描かれている。

・ 尾添村に元禄期に江戸で出開張を行う寶代坊が書かれる。







林西寺本 白山曼荼羅の発見















白山加賀禅定道図（平成２８年市新指定）




